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北
支
に
於
け
る
人
目
白
分
布
在
費
動

言主

11苑

於
け
る
相
遣
を
推
知
せ
し
め
る
と
同
時
に
.
前
者
主
十
分
説
明

す
る
た
め
に
は
、
後
者
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
綜

合
的
に
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ね
か
ら
で
あ
る
c

一

北
支
に
於
け
る
人
口
の
分
布
と
費
動

菊

田

月三

民E

序

言

一
般
に
、
あ
る
地
域
白
経
済
的
左
特
質
主
明
ら
か
に
し
ゃ
う

と
す
る
と
き
、
人
口
密
度
白
問
題
は
出
費
賠
で
あ
り
、
策
ね
て

到
達
酷
で
あ
る
。
け
だ
し
、
人
口
密
度
の
差
異
は
、
各
地
域
の

自
然
的
・
祉
曾
的
事
情
、
経
済
白
後
展
段
階
、
産
業
構
成
等
に

所
で
、
人
日
常
皮
は
、
周
知
白
や
う
に
、
両
横
・
人
目
白
洞

数
値
を
基
礎
と
す
る
桐
封
数
で
あ
る
た
め
に
、
平
均
と
し
て
白

性
質
を
有
す
る

9

従
っ
て
、
各
部
分
白
密
度
に
著
し
い
偏
侍
が

認
め
ら
れ
十
、
人
口
及
び
己
れ
を
規
定
す
る
諸
事
情
に
急
激
な

愛
動
が
生
じ
な
い
揚
合
、
始
め
て
費
質
的
左
債
値
を
持
つ
。
然

策
五
十
巻

第
三
凱

O 

三
七
尺

る
に
、
支
那
特
に
北
支
に
於
い
て
は
、
俸
件
は
正
忙
反
針
で
島

る
。
即
ち
、
人
間
白
生
活
保
件
は
、
大
行
山
脈
白
線
以
東
の
平

服
部
と
以
西
白
高
原
部
と
で
、
大
差
が
あ
る
許
り
で
な
く
、
同

じ
平
原
・
高
原
白
内
部
に
於
い
て
も
、
局
部
的
に
著
し
い
差
異

が
あ
っ
て
‘
人
口
密
度
白
地
方
的
偏
僚
が
甚
大
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
地
域
が
自
然
史
的
に
不
安
定
期
に
あ
っ
て
、
水
日
干
そ
の
他

天
災
白
頻
裂
を
見
d

祉
舎
・
経
済
的
に
も
・
農
作
白
壁
凶
、
戦

飢
・
苛
政
・
窮
乏
等
に
上
り
、
生
活
が
不
断
に
脅
か
さ
れ
る
た

め
、
人
目
白
増
減
、
移
動
、
生
活
水
準
白
鑓
動
激
し
か
る
べ
き

が
暗
闇
怨
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
北
支
の
人
口
を
問
題
と
す
る
揚

合
、
阜
に
、
現
在
の
平
均
的
左
人
口
密
度
を
観
察
す
る
だ
け
で

は
、
甚
だ
し
〈
不
定
分
?
、
必
宇
そ
の
場
所
的
偏
侍
と
時
同
的

時
世
動
と
や
一
併
せ
考
慮
せ
ね
ば
注
ら
ぬ
。
か
や
う
に
考
へ
ら
れ
る

か
ら
、
以
下
、
簡
車
に
、
北
支
に
於
け
る
人
日
密
度
目
地
域
的

差
異
、
放
に
、
人
目
白
轡
動
吠
態
を
一
瞥
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

勿
論
、
支
那
白
人
口
統
計
は
未
だ
高
し
く
不
充
分
な
上
に
、

E
の
程
度
信
親
し
得
る
か
疑
問
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
短
期
間

に
限
ら
れ

τ
ゐ
る
。
併
し
、
大
健
の
見
営
を
付
け
、
特
に
本
稿

拙稿、北支洪水の原悶主膏政構m泊水事業、昭和高商肝究部報、告事4瞬、 z頁
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の
如
く
、
人
口
密
度
の
偏
傍
或
は
費
動
を
見
る
云
は
ど
消
僅
的

な
取
扱
に
は
、
あ
る
程
度
役
立
て
得
ゃ
う
。

人
口
密
度
と
そ
の
偏
僑

支
那
四
人
口
密
度
は
、
先
づ
、
大
行
山
脈
の
線
以
東
の
平
原

部
と
以
西
D
高
原
部
と
で
、
根
本
的
に
奥
な
る
。
即
ち
、
翁
丈

瀬
は
「
中
園
人
口
分
布
奥
土
地
利
用
L

怒
る
論
文
中
に
一
五
ふ
。

寸
支
那
白
人
口
を
暫
く
四
億
凶
干
高
と
見
、
間
積
を
通
常
承
認

さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
四
白
二
十
七
高
八
千
方
哩
と
見
れ
ば
、

方
哩
営
り
平
均
密
度
は
一

O
一
一
一
人
と
在
る
。
L

併
し
、
こ
の
内
に

は
、
地
形
・
気
候
の
閥
係
か
ら
人
口
の
概
端
に
待
薄
紅
地
域
が

含
ま
れ
、
「
支
邦
人
口
白
大
部
分
は
、
少
数
白
地
域
に
密
集
し
て

ゐ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
第
一
は
、
河
北
・
山
東
・
河
南
・
安
徽

江
蘇
に
跨
る
白
河
・
黄
河
・
惟
河
の
流
域
で
、
中
原
田
と
稽
す

ぺ
く
、
そ
の
総
人
口
は
約
八
千
高
、

一
方
町
営
り
平
均
特
度
六

五
O
人
に
遣
す
る
。
第
二
は
揚
子
江
中
下
流
平
原
で
、

人
口
約
七
千
高
、
平
均
密
度
八
五

O
人
、
第
三
は
、
上
記
二
平

原
に
綾
〈
丘
陵
地
帯
で
、
山
東
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・
湖
南

北
支
に
於
け
る
人
目
白
分
布
と
醐
担
割

綿
入

口
約
九
千
高
、
平
均
塘
度
三
五

O
人
、
第
四
は
、
斯
江
・
一
耐
建
・

庚
東
友
と
東
南
沿
海
で
、
総
人
口
約
七
千
高
、
密
度
は
第
一
ニ
匝

各
省
む
低
山
寛
谷
、
並
に
局
部
的
左
録
地
を
含
み
、

と
伯
仲
す
る
。
以
上
四
区
域
白
面
積
総
計
は
六
十
四
高
方
旦

剖
ち
全
国
白
一
五
%
に
過
ぎ
注
い
に
拘
ら
や
、
人
目
白
総
計
は

約
三
億
一
千
高
で
、
杢
園
の
七

O
M川
川
以
上
を
占
め
、
人
口
密
度

白
線
平
均
は
一
方
哩
常
り
阿
入

O
人
花
上
り
、
日
本
・
濁
逸
を

凌
ぎ
、
和
蘭
に
近
い
0

」
大
行
山
脈
の
線
以
西
は

一
方
哩
首
り

六
O
O人
の
欄
符
友
人
口
を
擁
す
る
四
川
金
地
主
除
外
す
る
た

ら
ば
.
「
面
積
で
金
岡
田
の
八
三
%
を
占
め
る
に
針
し
、
人
口
は

主唱

。
%
に
過
ぎ
や
、
平
均
密
度
は
一
方
哩
に
つ
き
僅
々
三
五
人
で

あ
る
。
」

北
支
の
省
別
数
値
を
見
る
に
、
地
形
的
匝
分
が
一
居
明
瞭
一
な

だ
け
忙
、
右
の
境
界
線
に
よ
る
差
異
は
更
に
著
し
く
、
ま
た
、

西
部
D
高
原
匝
内
部
に
於
い
て
も
、
蓄
支
那
本
部
白
山
西
・
陳

三西
省・
と甘

第て塑
表 大 省

差と

省 z4 
則 る 墾
入。植

匝
ロ~.

密 ft
度、る
" 著書

喰
繭

綴
遠

1埠

夏

骨
五
十
巻

三
・
廿
九

帰=一山田

O 

間立評論、第 3韓、 9-10頁(言心哲、中間郷村人口問題之分析、 55-57頁所
引)。
岡民政府主計麗統計局編、中華民閣統計提宴、 237頁。
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北
支
に
於
け
る
人
日
目
分
布
、
と
費
動

地

域

一

面

積

(

方

企

里

)

一

嗣

山

判

明

一

明

一

平
原
圏
一
塁
、
童
・
薗
一
九
七
、
八
一
圏
、
主

zZE--一
ー
一

河

北

一

一

Z
E
4
5・
三
二
八
、
四
六
六
、
主
主
一
金
・
一

ι民
一
品

山

東

一

一

七

三

里
7
五
妻
、
吾
一
、
ァ
一
一
一
呈
・
亙
民
一
4

向
南
一
一
竺
ベ
七
三
・
一
回
一
=
一
=
、
八
塁
、
受
よ
-
一
三
・
豆
一
民
三

高

原

E
E
d
-
-
.喜
一
・
三
吾
一
、
芸
一
、
E

一
毘
一
=
一
・
命

曹
支
那
牢
部
一
吉
=
4一
六
・
一
旦
一
毛
、
古
老
、
呈
ロ
一
夫
・
実
一

山

西

一

一

実

J

一
六
守
口
圭
二
、
九
芝
、
固
い
一
一
-
一
実
・
穴
三
民

間
間
一
一
会
、
完
ニ
、
室
内
、
七
豆
、
口
一
五
一
圭
・
口
四
真

甘
粛
一
=
一
夫
、
皇
子
一
z一

E

、
九
室
、
金
二
一
千
人
口
一
民

新
墾
植
地
一
盲
人
、
吾
吾
・
一
三
園
、
固
豆
、
白
金
字
室
一

事
情
綱
一
一
石
入
、
九
歪
・
主
人
一
-
一
、
一
日
一
、
支
A
一
七
・
五
一
民

終
謹
一
一
室
、
己
主
・
一
己
一
、
八
九
九
、
λ
三
一
九
・
室
民

i

l

I

也
a

i

l

夏
一
毛
回
、
九
百
七
・
室
一
回
コ
一
、
四
七
七
一
一
・
王
早
民

材
宣
昔
E
H
ヰ
一
一
、
突
白
、
車
八
九
・
一
星
一
一
克
、
主
『
一
塁
突
・

郡
部
全
土
耳
主
、
七
一
E

・
主
事
一
、
昌
一
、
一
塁

A

一-

人

口

吏
に
、
平
原
官
腕
・
高
原
匝
共
に
省
の
内
部
に
於
け
る
人
口
の

分
布
も
湛
し
く
不
均
等
官
、
勝
別
人
口
密
度
を
算
出
す
る
と
と

が
出
来
、
且
つ
鯨
が
や
h
高
度
の
同
質
性
・
北
較
性
を
有
す
る

河
南
・
山
西
の
二
省
、
及
び
、
江
蘇
・
安
徽
二
省
の
准
川
流
域

に
つ
い
て
、
人
口
密
度
の
比
較
的
近
接
し
た
癖
を
纏
め
る
と
、

二
二
地
匝
を
得
、
各
地
原
の
密
度
の
平
均
並
に
標
準
偏
街
は
第 孟己目二"-'孟

= ー ヨ

第
五
十
巻

三
八

O

解
→ 

挽

O 
四

三
表
の
如
〈
に
在
る
。

(

一

)

平

原

匝

(
イ
)
平
原
白
樺
西
、
山
地
に
槙
〈
情
棉
・
月
安
・
宜
陽
・
研
陽
・
魯

山
田
諸
廊
。

(
ロ
)
平
原
の
両
端
に
延
〈
、
賛
同
白
主
流
に
よ
る
抽
出
概
の
護
霊
せ
る

孟
・
調
・
仙
陽
・
博
愛
・
武
陛
・
襲
嘉
・
新
郷
・
格
腸
・
使
帥
・

氾
ホ
・
柴
揮
・
鄭
四
諸
願
。

(
ハ
)
黄
河
が
低
地
に
向
た
所
で
、
担
濫
や
土
砂
掩
入
の
麺
援
す
る
孟

樟
・
擢
・
鹿
武
・
原
武
・
腸
武
・
中
卒
・
開
封
・
陳
習
・
繭
封
・

同
構
・
寧
陵
・
虞
抽
明
白
諾
麟
。

(
一
一
)
(
ロ
)
白
東
北
及
び
東
南
に
連
る
信
武
・
揮
・
封
印
・
延
滞
・
汲
・

浜
・
湯
陰
・
林
・
登
封
・
臨
放
・
務
・
新
鄭
・
高
・
鄭
・
棄
蛾
・

費
削
耳
・
葉
・
舞
陽
白
諸
僻
。

(
ホ
)
(
ミ
)
白
東
側
を
商
北
に
細
長
〈
謹
6
武
安
・
臨
昨
・
安
陽
・
内

黄
・
滞
・
滑
・
零
時
・
昨
・
杷
・
遇
詐
・
尉
氏
・
市
川
・
長
寓
・

扶
構
・
郡
陵
・
許
昌
・
臨
組
・
囲
華
・
商
ホ
・
岡
持
・
西
干
の
詰

勝。

(
{
)
(
ホ
)
の
東
側
、
渦
河
白
線
に
重
る
ま
で
の
向
邸
・
柘
胡
・
太
康
・

直
島
・
椛
陽
・
太
和
・
出
時
・
項
披
・
上
嘉
・
遼
平
・
阜
陽
・
新

薬
・
世
南
白
諦
廊
。

(
ト
)
奮
黄
河
下
施
に
泊
っ
て
東
に
延
世
、
南
折
L
て
高
郵
湖
白
東
側

に
至
る
夏
邑
・
ま
揖
・
樋
山
・
県
・
柿
・
帯
・
銅
山
・
部
・
宿
誕

地
腸
・
髄
ホ
・
別
防
・
世
陰
・
椎
安
・
費
離
・
高
郵
・
興
化
目
諸



牒
a

(
ナ
)
江
蘇
省
の
東
北
部
、
掘
に
瀕
す
る
東
蔓
・
盟
披
・
阜
寧
・
樺
雲

東
海
・
話
中
諸
服
。

(

p

)

阿
南
省
白
平
原
南
捕
に
近
い
確
山
・
正
陽
・
息
・
横
川
町
諸
牒

(
ヌ
)
叩
河
中
読
白
低
地
帯
を
構
成
す
る
宅
・
渦
腸
・
家
城
・
鳳
葺
・

担
披
・
存
・
宿
・
懐
誌
・
鳳
脇
・
霊
睡
・
昨
事
・
刑
・
五
何
白
諸

牒。

(
ル
)
大
別
山
脈
及
び
棋
揮
・
高
郵
醐
湖
に
治
ふ
樹
柏
・
信
陪
・
羅
山

光
山
・
商
城
・
同
恰
・
語
印
・
定
遠
・
肝
胎
・
天
長
の
諦
勝
。

高

部

(
イ
)
黄
河
以
南
町
山
岳
地
帯
に
踊
ナ
る
組
池
・
陳
・
躍
費
・
閤
蜘
・

治
事
・
向
・
底
民
自
詩
情
脚
。

(
ロ
)
山
聞
東
南
部
町
山
周
盆
地
を
構
成
す
る
陽
按
・
晋
城
・
陸
川
・

高
平
・
士
宙
開
・
長
時
・
長
子
・
瀦
城
・
屯
留
・
一
語
垣
・
和
・
武
郷

白
諸
廊
。

(
ハ
)
中
傑
・
笹
山
の
南
山
地
、
却
曲
・
持
ホ
・
浮
山
・
安
静
・
品
源

の
諮
勝
。

(
=
)
(
ロ
)
白
斑
北
方
を
間
続
す
る
山
地
、
平
阻
・
禁
日
明
・
逃
・
輪
枇

の
諸
勝
。

(
ホ
)
主
太
線
白
調
過
す
る
北
地
の
昔
陽
・
平
定
・
毒
陽
・
孟
の
諸
膝

(
〈
)
五
憂
山
北
冊
白
盆
地
、
帥
ち
、
集
岬
・
震
却
の
二
膝
。

(
ト
)
桑
乾
河
・
梓
河
上
流
の
盆
地
、
山
陰
・
慮
・
揮
源
・
粛
軍
・
懐

仁
・
大
同
・
陽
高
・
天
鎮
の
諸
勝
。

) 

1東
北
支
に
於
け
る
人
口
の
分
布
と
燈
動

(
チ
)
時
停
泊
向
上
摘
四
盆
地
、
代
・
時
・
五
凄
・
定
裏
・
析
の
諾
脈
。

(
u
y
)

沿
ホ
渓
谷
中
に
蓮
績
ず
る
陽
曲
・
大
原
・
橘
衣
・
徐
構
・
清
源

克
城
・
大
谷
・
郁
・
文
ホ
・
平
準
・
沿
陽
・
孝
義
・
介
体
・
霊
石

往
・
唖
域
・
棋
洞
・
臨
静
・
裏
陵
・
骨
城
・
曲
沃
・
翼
域
・
新
経

桜
山
・
高
泉
・
同
時
白
認
勝
。

(
ヌ
)
山
両
省
白
西
南
隅
、
黄
河
に
接
ナ
る
低
地
に
あ
る
永
済
・
丙
按

平
陸
・
虞
郷
・
臨
背
・
柴
伺
・
解
・
荷
民
・
安
邑
・
夏
・
開
喜
・

緯
白
諸
制
柄
。

(
ル
)
山
西
省
西
部
山
地
中
に
枝
す
る
左
雲
・
右
玉
・
平
拍
・
偏
閥
・

珂
曲
・
朔
・
宰
武
・
神
池
・
五
菜
・
保
徳
・
苛
嵐
・
静
柴
・
興
・

胤
・
臨
・
方
山
・
離
石
・
中
陽
・
石
極
・
ホ
和
・
限
・
扮
西
・
大

宰
・
蒲
・
吉
・
郷
事
白
諸
勝
。

平
原
内
の
地
問
に
も
、
椋
準
偏
侍
李
白
相
営
大
友
る
も
の
も

存
在
す
る
が
、
大
勝
の
傾
向
と
し
て
、
卒
原
内
部
は
縁
謹
市
に

比
し
て
筏
度
高
く
、
普
通
一
方
公
里
印
ち

方
粁
首
り
二
五

O

人
と
見
倣
し
符
ら
れ
、
更
に
、
そ
の
中
に
、
西
端
近
〈
を
南
北

に
延
ぴ
た
二
僚
の
調
密
地
帯
、
黄
河
堤
防
白
屡
々
決
潰
す
る
部

分
と
、
東
南
隅
田
漁
地
と
忙
密
度
目
小
さ
い
地
域
が
匝
別
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
か
ミ
る
相
違
は
、
災
荒
に
基
く
外
、
農
業
人
口

の
高
卒
た
地
域
た
る
千
六
」
、
地
形
・
土
質
・
水
利
・
点
害
等
の

-
第
五
十
巻

O 
ヨ王

パ‘

博
三
腕



北
主
に
於
け
る
人
目
白
分
合
仰
と
費
動

第
=
衰

旭
国
別
人
口
書
度
匂

首， 平 地
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人

日

K-ー
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第
五
十
巻

= 
ハ、

第
三
観

一O
六

閥
係
よ
り
見
て
、
耕
地
の
庚
狭
及
び
モ
白
生
産
力
の
差
異
に
開

臆
す
る
も
白
と
一
熔
推
測
し
得
る
が
、
農
家
一
戸
首
り
平
均
耕

地
面
積
に
は
著
じ
い
不
同
が
あ
り
、
農
業
生
産
力
を
示
す
数
値

と
も
一
致
せ
』
了
、
吟
味
す
べ
き
問
題
を
残
す
。
高
原
部
に
於
し
い

て
は
、
盆
地
と
山
地
と
に
よ
り
人
口
密
度
に
大
差
が
あ
り
、
前

者
白
一
方
公
皇
常
り
九

O
l
一一一

O
人
に
針
し
、
後
者
は
時
々

半
ば
白
四

0
1六
O
人
を
一
本
し
、
爾
者
共
に
北
迭
す
る
に
従
っ

て
減
少
し
て
ゐ
る
。
己
目
差
異
、
並
に
、
各
地
匝
内
D
か
友
り

犬
き
い
偏
傍
は
、
平
原
部
に
於
け
る
と
同
様
、
主
と
し
て
、
地

形
・
気
候
の
差
異
に
基
く
耕
地
周
積
白
多
少
、
農
業
生
産
力
の

相
違
に
照
臆
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
災
害
の
影
響
は
平
原
部
よ

れ
り
一
段
と
大
き
い
。

要
す
る
に
、
北
支
の
人
口
密
度
は
、
大
行
山
脈
の
東
麓
を
境

に
、
卒
原
部
と
高
原
部
と
に
よ
っ
て
犬
差
が
あ
り
、
そ
の
内
部

に
於
け
る
偏
侍
も
極
め
て
著
し
〈
、
軍
た
る
平
均
に
よ
る
論
議

を
殆
ん

E
無
意
味
た
ら
し
め
一
る
。

人

の

費

動

口

瑚民政府主計虚統計局編、中華民側統計提要、 240頁。4) 



人
口
動
態
に
闘
す
る
資
料
は
特
に
不
完
全
で
あ
る
が
、

E
i
h

己
は
最
も
庚
い
地
域
に
亙
る
翻
察
と
し
て
金
陵
大
事
農
単
一
院
農

業
経
済
系
の
一
六
省
一

O
一
個
所
三
八
、
二
五
六
農
家
に
闘
す

る
調
査
結
果
、
年
に
よ
る
獲
動
を
一
不
す
も
の
と
し
て
、
喬
砕
明

白
山
四
省
清
源
燃
に
闘
す
る
数
枯
州
、
及
び
、
李
景
漢
の
河
北
省

定
勝
に
閲
す
る
数
値
を
用
ひ
る
。
金
陵
大
事
の
数
値
に
つ
い
て

は
、
北
支
・
南
支
の
境
界
が
洗
河
と
さ
れ
、
北
支
忙
於
け
る
第

第
三
豪

六
匝
・
第
七
匝
の
別
は
気
候
に
よ
り
、
第
六
匝
に
河
北
・
山
東

自

然

率

調

査

者

一

地

削
白
州
旦
司
君
土

北

支

第
六
区

停
七
直

南

支

山

西

省

清

源

豚

喬

啓

明

河

北

省

民
憾
陣
闘

事

景

寝

増

Dn 

河
南
・
安
徽
と
山
西
(
晋
城
・
安
邑
・
椅
民
白
=
属
)
・
陳
問
(
沼
南
・

韓
城
・
尊
犀
・
汚
白
回
師
榊
)
白
各
一
部
、
第
七
匝
に
山
西
(
大
谷
・
静

換
・
清
源
・
毒
陽
市
一
一
琢
)
・
陳
商
(
撒
林
・
定
識
の
二
一
陣
)
の
各
一
部

及
び
経
這
省
包
頭
豚
が
合
ま
れ
、
前
節
の
そ
れ
と
異
怠
る
地
域

問
。
用
品
ら
れ
て
ゐ
る
己
ど
に
注
意
せ
ね
ば
在
ら
血
。

さ
て
、
こ
れ
ら
数
値
に
よ
っ
て
出
生
李
・
死
亡
率
及
び
人
口

の
自
然
増
加
率
を
見
る
に
、
第
三
表
に
一
不
さ
る
、
が
如
く
で
あ

っ
て
、
地
域
に
止
り
年
突
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
異
た
る
と
と
が

域

一
品
戊
骨
法
陵
虐
池
岡
閣
制
止

有
一
句
引
隔
で
回
一
一
一
一
一
一
時
一
一
一
立
一
一
計
一
一
一
一
戸
一
一
一
一
一
一
一

一
人
点
、
き
言
、
書
-
L
E
A
-
-
ュ

、

一

室

一

手

一

三

一

一
二
、
己
口
旦
一
五
回
百
一
・
六
三
・
三
二
ゴ
7

六
一
九
・
一
-
ご
・
晶

一
豆
、
一
安
田
、
一
色
・
回
売
・
人
工
一

J-g・
=
一
口
・
四
千
回
一

喜

一

六

一

一

手

=

一

金

一

也

一

一

一

干

豆

一

世

元

一

三

・

豆

一

三

吾

主

一

告 書空
白 一

五 完言

民

Z

、
主
王
立

回
h

唱
団

北
支
に
於
町
る
人
目
白
分
布
と
挺
動

国

五
-一・均一・均

四

耳

己子一一屯帰
五
十
巻

一ヨ一-
z
・六九・-

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
金
陵
大
串

の
調
査
に
上
っ
て
、
湖
一
年
以

内
の
乳
児
死
亡
率
(
支
那
全
土
に

闘
ナ
る
平
均
)
が
出
生
児
-
、
。

0
0
に
つ
き
一
五
六
・
一
一
六
に

上
る
白
で
出
生
率
の
多
少
が
死

亡
率
に
強
く
影
響
す
る
と
と
、

第
七
匿
の
一
五
1
四
四
歳
の
翫

-き

婚
女
子
一
、

0
0
0に
封
ず
る

出
生
率
が
、
全
国
D
一一

O

=一凡三

傍

競

O 
七

許土曜、人口(中国髄済年鑑、静3網、 B. 1-Y 1i1.:(;:: J. R. Buck; Laudutil 
iz_ation of China (改造祉版、支那白農業、 433ー)
脅啓明、山西情源勝一白回----t"..:::=:農家人口調査之研究(中国人口問題、 285頁〉。
李畳書官、定脇市士曾栂況調査、 '35頁。
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北
支
に
於
け
る
人
目
白
分
布
ー
と
漣
朝

六
、
第
六
匝
の
ご

O
=了
七
に
射
し
、

帯
五
十
巻

一
五
ご
・
一
一
に
温
ぎ
や
、

=一凡四

第
三
腕

O 
JI‘ 

口
の
務
動
状
態
で
あ
る
が
、

す
る
ふ
」
、
移
し
い
人
命
D
損
耗
を
見
、
人
口
欣
態
が
激
愛
す
る
。

一
朝
戦
飢
・
天
災
・
飢
館
が
襲
来

こ
れ
が
第
七
院
心
出
生
卒
を
低
か
ら
し
め
る
主
閃
た
る
と
と
が

都
雲
特
は
嘉
慶
十
五
年
(
一
八
一

O
年
)
以
後
民
国
二
十
五
年
士

で
の
災
荒
に
よ
る
死
亡
数
を
第
四
表
江
於
け
る
が
如
く
推
算
し

ナ
一
ゐ
る
が
、
そ
の
大
午
が
北
支
叫
刊
に

高
原
匿
に
闘
す
る
も
の
た
る
は
、
疑

を
容
れ
た
い
。

次
花
、
人
口
白
費
動
を
生
ぜ
し
め

る
要
素
と
し
て
、
移
住
を
考
慮
せ
ね

ば
な
ら
胞
が
、
移
住
は
、
個
人
単
濁

の
移
住
と
家
族
の
そ
れ
と
忙
よ
っ
て

相
首
趣
を
異
に
す
る
@
先
づ
、
前
者

か
ら
見
る
た
ら
ば
、
第
五
哀
の
如
〈

注
意
さ
れ
る
。

己
れ
は
平
常
時

ι於
け
る
出
生
・
死
亡
の
関
係
に
基
づ
〈
人

第

四

衰

災

覧

に

よ

畠

亮

亡

置+タ先緒成賓多 f光邑タ嘉慶末荷 時

= 一一一一 一 一 期
凹占七九六六五

歪~ E5 タじ

書塁iき号室55言5言墨亘書書塁室
亡

耳佐

宅タ 4 タ タ ク タ 一民閣後民閥以 時

八. 一一一一一 期
九六凹=二

C呂8ミ=宍三 へ宅g 苫cgミ百ゴg 五Cg1 き1 g 

亥E

敷|
r~=，「" cー〕「， c-， c1 

計タ世タタタ島岡 時

一一一一一一一一一一一一
五四三二 - 0

J霊き、吾8 三富8三合E えニ 主宅 三書手

死|

亡数 | 
ーーー蓮昌亡吉コ

第
五
衰

個
λ
移
一
住
由
程
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で
あ
っ
て
、
穆
住
と
来
性
及
移
住
と
を
合
算
す
れ
ば
相
常
高
率

明
瞭
で
あ
る

家
族
を
事
げ
て
の
移
性
は
、
安
の
如
く
で
あ
る
と
云
は
れ

な
こ
と
、
北
支
が
若
干
の
移
住
趨
過
た
る
こ
と
、
高
原
部
に
一

時
的
移
化
及
び
食
糧
不
足
に
よ
る
移
住
事
き
こ
と
が
知
ら
れ
、

ま
た
、
移
住
者
の
年
齢
構
成
か
ら
青
少
年
を
ヒ
と
す
る
こ
と
が

一
見
高
率
友
ゃ
う
で
あ
る
が
、
成
く
普
及
し
て
ゐ
る
山
西
省
洪

第
六
褒
J

金
事
移
住
白
岡
敬
・
距
離
・
年
敏

洞
懸
か
ら
の
移
牧
体
論
及
び
、
間
五

C
年
乃
至
そ
れ
以
上
遡
つ

た
移
住
ま
で
が
包
含
さ
れ
て
居
り
、
最
近
百

移

住

山

同

教

|
川
融
関
語
辞
一
軒
酢
一
属
品
貯

金

国

王

、

圭

一

8
・

E

z

-

-
口
、
書
歪
・
z

北
寅
一
一
口
、
夏
百
三

8
・E

九・豆

E

、里一世一ZE--=

第

六

百

一

入

、

玉

三

一

口

口

・

口

口

-
A

一-、突い古田六・五

帯
七
恒
一
一
、
4
2

一

正

二

口

口

・

口

一

口

・

圭

一

、

回

九

百

呈

七

千

一

南

安

一

品

、

宣

言

・

口

一

回

・

三

耳

、

墨

一

実

-
b

調主

第
六
表
J

金 地

南七第第北
六周

安直匝寅 匝

童口三六又五完一実口 幅内第

亘三三 3E1Za穴
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移

2間・E 百. 三 =Y. b zz 
7 

4数住tr::. 

百
八百- 口. 

分上o

書E き士口会回企九

呂

北
主
に
於
け
る
人
口
の
分
布
と
聾
動

年
聞
の
移
住
は
そ
の
一
部
に
止
ま
る
か
ら

と
の
陪
惜
の
移
住
は
飴
り
多
く
左
い
と
云
ひ
得

第
五
十
巻

各

地

離

村

率
人
口
干
に

つ
き
離
村

A

一六・王
国王・五

一人・-一
一戸口二一

ん
骨
・
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玉
三
・

2
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北
支
に
骨
け
る
人
口
自
分
市
左
皆
勤

ゃ
う
。
但
し
.
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
蓮
距
離
の
も
の
が
多
い
。

移
住
寧
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
と
は
上
記
雨
表
に
も
既

に
看
取
さ
れ
る
げ
れ
苫
も
北
支
各
地
の
離
村
卒
に
閲
す
る
数
佐

っ
て
大
差
が
あ
る
。

を
見
る
に
F

第
七
表
に
於
け
る
が
如
く
で
あ
っ
て
、
地
鮪
忙
よ

更
に
、
移
住
は
死
亡
以
上
に
天
災
・
飢
箇
・
粧
済
以
態
に
支

第
1¥ 
表

河
北
省
定
輔
自
+
年
間

由
離
材
者
慰

タタタ民 I

-0九 凡 七 六 五 四 三 | 抗

つ コ|岡嫡 4

茎卜洲即

って |省他材
交昌三国圭美雪三塁 1へ各者

4 

計 l敷
一
、
菩
一室

-
七
人

宝
ハ
布

署
三

昔
盲

圃
困

Z

一、一
-z
一六人

一九午、一=一六七

昔
、
入
国
九

一
人
、
一
四
九

覧
表

第
五
十
巻

第

競

O 

=
一
八
六

配
さ
れ
、
河
北
省
堕
山
鯨
に
闘
す
る
右
表
数
値
の
外
河
北
省
定

騒
の
十
年
間
に
闘
す
る
離
村
表
は
離
村
の
年
に
よ
る
鐙
動
が
如

何
に
大
た
る
か
を
明
示
す
る
。

災
荒
被
害
を
原
因
と
す
る
移
住
は
、
北
文
中
に
於
い
て
も
、

気
象
が
不
安
定
で
、
凶
作
白
危
険
の
多
い
西
北
の
高
原
匝
に

特
に
著
し
く
、
民
園
十
九
年
大
早
魅
に
見
舞
は
れ
た
陳
西
省
で

省

別

λ
ロ

費
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指

敏
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は
、
災
前
十
七
年
の
人
口
に
比
較
し
て
、
西
安
市
が
一
、
二
七

七
人
撒
林
螺
が
一

O
、
九
二
九
人
を
増
し
た
以
外
、
他
は
悉
く

激
減
し
、
そ
の
一
計
九
四
四
、
七
一
九
人
に
遼
し
、
被
害
の
特
別

大
き
か
っ
た
武
功
の
人
口
は
八
高
か
ら
丸
寓
徐
に
、
扶
風
は

二
ハ
高
か
ら
一

O
寓
徐
に
、
岐
山
は
一
七
高
か
ら
一
二
一
高
に

部モ
分れ

接t
亡減
~r? :& 
あし
る
と内
云幾
は分
れの

るt2)7I:
。亡

を
も

含
む
貯
tも
ど
も

大

出
世
す
る
に
、
平
常
時
に
於
け
る
人
口
の
一
務
動
も
決
し
て
無
税

L
符
在
い
付
れ

E
も
、
酬
明
凱
災
荒
等
に
よ
る
異
常
の
死
亡
・
移

住
は
、
人
口
に
極
め

τ深
刻
に
影
響
し
、
第
九
去
の
如
く
長
く

そ
の
跡
を
残
す
。
従
っ
て
、

一
様
友
人
口
愛
動
率
を
云
鵠

L
.

短
時
日
の
数
伯
を
以
て
議
論
す
る
己
と
は
、
不
可
能
事
た
ら
ざ

る
を
得
怠
い
。四

結

以
土
、
北
支
に
於
け
る
人
口
密
度
が
地
方
K
よ
り
甚

L
〈
異

た
り
、
モ
の
差
異
が
農
業
生
産
力
円
多
合
並

ι災
害
の
一
頻
度
忙

北
主
に
於
け
る
人
口
の
分
布
と
蟹
割

照
臆
す
る
と
晴
朗
想
せ
ら
れ
る
己
と
、
死
亡
・
移
住
に
よ
る
人
口

の
費
動
が
、
戦
乱
・
水
平
等
の
災
荒
が
護
生
す
る
揚
合
、
極
め

て
大
規
模
に
生
、
千
る
己
と
を
指
摘
し
、

一
時
期
に
於
け
る
平
均

人
口
密
肢
等
主
問
題
と
す
る
こ
と
の
意
義
乏
し
く
、
地
域
的
に

L 
j}， 

も

長
期
間
t亡
亙
っ
て
C) 

4主
祭
主
要
す
る
己

間 企
題を
の蓮
解ーベ
i決 l か
に。

と
れ
は
草
に
問
題
を
提
起
す
る
に
止
ま
り
、

は
‘
農
業
生
産
力
の
八
月
布
或
は
鑓
動
と
人
口
の
そ
れ
と
の
照
庭

関
係
、
災
荒
の
人
口
比
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
鰹
史
的
具
酷
的

友
吟
味
を
要
す
る
が
、
突
の
機
舎
に
譲
る
。
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